
第55回 （平成12年 度 ）

日本セラ ミックス協会賞表彰

本会会員の うち，セラミックス産業の進歩発展 に資 し，本会および業界 に対する功績顕著な方，セラミックス

の科学技術 の研究 ならびに技術上の業績顕著な方に贈 る日本セ ラミックス協会賞 について，協会賞選考委員会 （功

労賞選考委員会，学術賞 ・技術賞 ・功績賞 ・進歩賞選考委員会）では，昨年来，被推薦候補者 （功労賞は被推薦

有資格者名簿か ら ；学術賞19件 ，進歩賞11件 ，技術賞14件 ，功績賞7件 ） につ いて慎重に選考の結果，第55

回 （平成12年 度〉受賞者 として，次の方 々を選び1月25日 開催の理事会で25件 の受賞者が決定 した.こ こに受

賞者の業績推薦理由を紹介する.

なお，表彰式 は，来る5月18日 （金）東京 （霞が関ビル内 東海大学校友会館）で開催 される第76回 通常総

会の席上 において行 われる.

受 賞 者 一 覧

[功労賞5件][技 術賞6件]

元 ・群馬大学 潮 真澄 佐賀窯業技術センター 特別研究員 一ノ瀬弘道

元 ・東陶機器 （株） 神里達平 日本板硝子（株） マイクロオプ トカンパニー

（有）ケイアンドエム 河上恭一郎 グループ代表 マーケッティングダイレクター

元 ・上智大学 岸岡 昭 及川正尋

元 ・（社）ニューガラスフォーラム 中川賢司 ほか 伊賀健一（東工大）・今井寿雄 ・谷口 敏

[学術賞6件]美 濃窯業（株）

東京大学 助教授 幾原雄一 グループ代表 代表取締役社長 太田滋俊

東京理科大学 教授 竹中 正 ほか 本多 徹 ・日向義房 ・梶田吉晴

大阪府立大学 教授 辰巳砂 昌弘 岡本硝子（株）

産業技術総合研究所セラミックス研究部門 グループ代表 取締役 菊月康二

副部門長 渡村信治 ほか 田中 進 ・湯 浩 ・加藤裕子

名古屋工業大学 教授 虎谷秀穂 太陽誘電（株） 総合研究所

（株〉豊田中央研究所 和 田重孝 グループ代表 主任研究員 高橋 宏

[進歩賞5件]ほ か 藤本正之 ・関口象一

物質 ・材料研究機構 研究員 菊池正紀 日本特殊陶業 （株） 自動車関連事業本部

産業技術総合研究所 シナジーマテリアル研究セ ンター グループ代表 センサー事業部長 西尾兼光

研究員 鈴木義和 ほか 川原一雄 ・山田哲正 ・早川暢博

京都大学 助手 高橋雅英[功 績賞3件]

横浜国立大学 助手 多々見純一 産業技術総合研究所 エレク トロニクス研究部門

慶磨義塾大学 専任講師 藤原 忍 主任研究員 岡 邦彦

兵庫県立工業技術センター 次長 ・河合 進

石川県九谷焼試験場 主任研究員 中道俊久

功労賞選考委 員会 委員長1岡 村鐘雄 ，委員 ：山内俊 吉 ・宇田川重和 ・曽我直弘 ・柳 田博明 ・一 ノ瀬昇 ・平井敏雄 ・山岸千丈 ・水谷惟

恭 ・永井正幸 ・国分可紀

学術賞 ・進歩 賞 ・技術 賞 ・功績賞選考委員会 委員長 ：水谷惟恭 ，委員 ： 〔学術賞 ・進歩賞選考分科会〕大谷茂樹 ・高田雅介 ・山口明

良 ・岡田 清 ・米屋勝利 ・平尾一之 ・森永健次 ・平 田好洋， 〔技術賞 ・功績 賞選考分 科会〕 森田直文 ・米澤正智 ・津久 間孝次 ・藤沢寿

郎 ・田村信一 ・藤 井清澄

Recipients of the 55th Awards of The Ceramic Society of Japan

注） 写真 は 日本 セ ラ ミ ックス協 会 賞賞 牌 （径7cm， 中央部 厚 さlcm， デザ イ ン 木村 四郎 氏）
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功労賞
うしの ま すみ

潮 真澄氏

無機 材料の合成 に関する

基礎的研究 と協会 への貢献

潮真澄 氏 は，昭和35年 山梨大学工 学

部応用 科学科 を卒 業，昭和40年 名古 屋

大学大学院博 士課程修了後，同年同大助

手 に奉職 し，その後北海道大学 ，群馬大

学 に勤務 した.こ の間，一貫 して無機化

学 ・材料化 学分野の教 育 と研究 に携 わっ

てい る.

水熱法，高温高圧法 ，スパ ッター， フ

ラ ックス法な ど， また最 近，過重力場 お

よび微小重力場利用 により，多数 の新規

な無機材料 を合成 した，その研究方法 は

高度でかつ緻密であ り，他 の追随 を許 さ

ない ものである.特 に，雲母類 中のフ ッ

素一水酸 基含有量 の ρ一'関係 曲線 に基づ

く地球化学的指標，高温高圧法 を用 い，

世界 に先駆けた コバル トザクロ圧 の合成

と そ の安 定 領 域 の探 求 お よ び新 規 な

Co2+イ オ ンの八配位配置 の分光学お よび

磁気的研究，新触媒 （A[-Fe（Crな ど）

系） に よるcBNの 低圧 低温 合成， また

フ.ラックス法に よる結 晶合成の場合，結

晶成長のみ ならず共存 する高温融液 との

両面か らの理論的研究 な ど枚挙 にい とま

が ない.

また当協会 において も平成2年 一11年

評議貝 ，同12年 よ り正会員お よび平成

9年 ～12年 まで運営 企画委員 会委員 ，

昭和63年 一平成 ユ2年まで関東支部常任

幹事， また支部長代行，支部研究発表会

を主催 した.

学術的研究 とともに協会発展 に対す る

貢献は多大であ り， 日本 セラ ミックス協

会功労賞の受賞に十分値す る ものと して

ここに推薦する.

略 歴 昭和35年3月 山梨大学工学部応用化

学科卒業.昭 和40年3月 名古屋大学大学院工

学研究博士課程修了.同 年4月 名古屋大学助

手.翌 年4月 北海道大学助手.昭 和44年1D

月群馬大学助教授，平成9年 教授，平成12年

3月退官，工学博士.

功労賞
かみざと たっぺい

神里 達平氏

衛生陶器および高精度セラミックスの

製造技術の開発と協会発展に関する貢献

神 里達平氏 は昭和33年 東京大学理 学

部鉱物 学科 を卒業 し， 同年東洋陶器 （株 ）

（現 ，東陶機器 （株））に入社，以来三十数

年 にわた り研 究開発 に携 わ り，衛生陶器

製造技術 の向上お よび高精度セ ラ.ミック

スの開発 ・製品化 に多大 の業績 を上 げて

いる，

その業績 の第一は，衛生 陶器原料 に関

する ものである，国内外 の天然原料 を調

査 し，調製 ・成 形 ・焼成 の各工程 で安定

で特性の良い原料 を選定 し，衛生陶器製

造技術の向上 に大 きく貢献 した，

その第二 は，高精度 セラ ミックスの 開

発に関する ものである.衛 生陶器 の鋳込

み成形や焼成技術 を生 か し，半導体製造

装置用の高精度 な大型 アル ミナセラ ミッ

クス を世界 で初 めて開発 した， また高精

度微小セ ラミックスの量産化 も実現 し，

光通信用 ジルコニア製 コネクターにつ い

ては世界有数 の供給元 になっている.

また， 同氏 は， 昭和56年 か ら平 成7

年 にかけて協 会の評議員 （8年〉，理事 （6

年） を務 め， さらに昭和63年 か ら平成

元年 に は原料 部会 副会長 の責 務 を果 た

し，当協会の発展 のために尽力 した，

以上の ようなセラ ミックス業界お よび

協 会への貢献 に対 し， 日本 セラ ミックス

協 会功労賞 に十分値す る もの とし推薦す

る.

略 歴 昭和33年3月 東京大学理学部鉱物学

科卒業.同 年4月 東洋陶器（株） （現，東陶機

器（株））入社.同48年2月 衛陶技術部長.同

54年3月 研究所長.同59年 研究開発部長.

同63年3月 セラミックス事業部次長，平成4

年3月 商品企画副本部長.同6年3月 基礎研

究所主席研究主幹.平 成7年3月 同社退社.

功労賞
かわかみ きよういちろう

河上 恭 郎氏

工 芸ガラスの発展 に対 する貢献

河 上恭一郎氏 は， 昭和31年 に東京 芸

術大学 に在学 中か らガラスへの強い想 い

を持 ち，昭和38年 に （株）保谷 クリス タ

ル硝 子製 造所 （現HOYA（ 株）） 入社

以来，ガ ラスの器のデザイ ンと製作 に携

わって きた.昭和41-42年 にはス ウェー

デ ン， フィンラ ン ドに留学 し，北欧 のガ

ラス工芸 を学んだ.同 氏 の芸術活動 につ

い ては， コーニ ング美術 館主催 の “New

GIass：AW。rldSurvey展 ” に入選，東

京国立近代美術館 ，サ ン トリー美術館 で

の招待 出品，“日本 の ガ ラス 脚87展” の

入選，な どに加 えて，米 国，イタ リア，

ドイ ツ， フラ ンスの美術館 での作 品の展

示 な ど多岐 にわたる.昭 和62年 か らは

ガラス工芸 家 として独立 し，ガラスの道

を追い続けている，

日本 セ ラミックス協 会 には昭和45年

頃か ら工芸 委員 として活 躍 し，セラ ミッ

クス誌 の工芸欄 を長年 に わた り担 当 し

た，

以 上 の よ うに ， 同氏 は長 きに わ た っ て

工 芸 ガ ラス の デ ザ イ ン， 製 作 に 関 わ り，

この 分 野 の発 展 に大 き く寄 与 した.ま た，

当 協 会 に対 す る 貢献 も多 大 で あ り， 日本

セ ラ ミ ッ クス協 会功 労 賞 に値 す る と考 え

られ る.

略 歴 昭和31年 東京芸術大学工芸科 図案部

卒業.同 年，松下電器 （株）入社，本社宣伝部

に勤務，同38年 同社 を退社， （株 ）保谷 ク リス

タル硝子 製造 所 （現，HOYA（ 株〉）入社，商

品デザ イン部 に勤務.同61年 退職.こ の間，

同41～42年 にJETROの 海外 デザ イン研究貝

としてス ウェーデ ン.フ ィンラン ド留学.
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功労賞
昏しおか あ啓ら

岸岡 昭氏

リン酸塩系セ ラミックス材料 の科学 ・

技術 とセ ラミックス教 育への貢献

岸 岡昭氏 は，昭和33年 高 知大 学文理

学部理学 科 を卒 業後 ，昭和39年 上智大

学理工学 部 に勤務 し，以後34年 間 にわ

た りセラミックス材料の教 育 と研 究に携

わ り，多 くの人材の育成 に貢献 した.

同氏 は，主 にリン酸塩系 セラ ミックス

材料 の研究 において顕著 な業績 を上げて

いる.特 に，A1203ま たはTio2を 含 有

す る三成分系 リン酸塩ガ ラスの研 究にお

いて，A1203ま たはTio2に よ るガラス

構造 の強化 について合理的説 明を与 え，

さ らにTio2含 有 リ ン酸 塩 ガラスの中性

子 回折 によ り結晶化 相 とガラス相 の構造

の類似性 を明 らかに した.な おその研究

成果 に基づ き，低膨 張性 リン酸塩系 ガラ

スセ ラミックスの開発 に成功 した。 さら

に関連する リン酸塩化 合物 の合成 とその

応用へ と研 究 を展 開 し，優 れた研究成果

を上 げ， リン酸塩系 のガ ラスならびにセ

ラミックスの科学 ・技術 の発展 に大 き く

貢献 した.

同氏 は当協 会関東 支部常任幹事，評議

員 を歴任 し，協会 の発展 に も寄与 した.

以上の ように，同氏 の リン酸塩系セ ラ

ミックス材 料 の研 究 業績 ，お よび セ ラ

ミックス教育 と協会発展への貢献 は多大

であ り， 日本セ ラミックス協会功労賞の

受賞 に値 する もの として，ここに推薦す

る，

略 歴 昭和33年3月 高知大学文理学部理学

科卒業.同 年4月 東京大学理工学部研究生.

同35年 日本電極 （株）勤務.同39年4月 上智

大学理工学部助手.専 任講師，助教授を経て，

平成元年4月 教授，同9年3月 定年退任.同.

年4月 一同10年 同特別契約教授.工学博士（東

京工業大学）.

功労賞
なかがわ けん じ

中川 賢司氏

光電子関連ガラスの技術開発

および産業界への貢献

中川賢司氏 は，昭和32年4月 に保谷

ク リスタル硝子製造所 （現，HOYA（ 株））

に入社以来 ，高屈折率低分散 の光学 ガラ

スの開発 ，白金るつぼを用 いた光学ガ ラ

スの製造技術 の開発 に続 いて， ガラスの

分相 と結 晶化 ガ ラスに関す る一連 の研 究

開発 を行 い，学術 的に もす ぐれ た成果 を

上げた.こ の中にはゼロ膨張の結晶化ガ

ラスな どの開発が含 まれる.こ れ らの結

晶化機構 におけるガラスの分相の役 割に

注 目して詳細 な研究 を行い，その業績に

より京都大 学か ら工学博士の学位 を授 与

された，

その後 ，光学ガラスの通電溶融技術 ，

さらに磁気記録媒体用 の化学強化 ガラス

基板 の開発 に携 わった.現在，ノー トブ ッ

クPCの 記録媒体 にはすべ てガラス基板

が用 い られるに至 っている.

昭和58年 か らは （社）ニ ュー ガ ラス

フォーラムの設立 に参画 し，また昭和53

年一平成7年 にわた り，当協会の評議 員

と して も活 躍 した.

以 上 の よ うに， 同氏 は 四十 数 年 にわ た

り光 学 ガ ラ ス ，電 子 用 ガ ラス の 開発 に携

わ り， 当該 分 野 に多 大 な貢 献 を行 った.

また ， ガ ラ ス 産業 界 と当協 会 の 発 展 に対

す る 貢献 も多 大 で あ り， 日本 セ ラ ミ ッ ク

ス協 会功 労 賞 に値 す る と考 え られ る，

略 歴1957年 新 潟大 学工学部応用化学 科卒

業 ，同年4月 に保谷ク リス タル硝子 製造所 （現，

HOYA（ 株）入社.1975年 技術研究所副所長.

1981年 工 学博 士 （京都大 学） を取得 ，1983

年技術企画部長，1989年 光 デバ イス研究所長.

1992年 技術 担 当 理 事 を経 て1995年 （社）

ニニL一ガラスフォーラムに出向，1996年6月

に同社 を退社.

学術賞
いくはら ゆういち

幾原 雄一氏

セラ ミックス界面の超微細

構造解析 とその応用

セラ ミックスの特性 は，その粒 界や界

面 にお けるサブナノオーダーでの原子 ・

電 子構 造 と密接 に関係 して いる.し た

がって， これを定量的 に評価 ・解析 し，

粒界 や界面 を制御 した材料設計が重要 と

なる，幾原雄一氏 は，粒界の解析手法の

開発 を行 い，種 々の構造 ・機能セ ラミッ

クスに応用 し，以下 の研究成果 を上げた.

①超微細構造解析 の研究で は，特 に非 酸

化物 セラ ミックス特有 の粒界構造 を “拡

張粒界説” によって説 明 し，高 く評価 さ

れている， また，サ ブナノオー ダーの界

面 の原子構造 と電子状態 を定量的 に計 測

し評価す る方法 を確立 し，セ ラミックス

の超微細構造解析 にお ける新 しい分野を

開拓 した.② 粒界 ・界面物性関連の研 究

においては，金属/セ ラ ミックス などの

異相界面 の原子 ・電子構造解析 を行 い，

新 しい概念 を提唱 して，国際的 にこの分

野 を先導 している.さ らにこれ らの手 法

を駆使 し， セラ ミックスの粒界 ・界面 制

御 に よる原子 ・電子 レベルか らの材料設

計 の指針 を得 てい る.以 上の ように同氏

は，セ ラミックス の超微細構造解析や粒

界 ・界面物性 の分野 において多大 な貢献

をな した.よ って日本 セラ ミックス協会

学術 賞に値す る もの として推薦す る.

略 歴 昭和63年 九州大学大学院総合理工学

研究科博士課程修了 （工学博士）.（財）ファイ

ンセラミックスセンター試験研究所研究員，

統括部長代理，主管主席研究員を経て，平成

8年 東京大学大学院工学系研究科材料学専攻

助教授，現在同工学部総合試験所助教授.平

成3年 一5年 米国ケースウェスタンリザーブ

大学客員助教授.∫FCC客 員研究員，科学技

術振興事業団さきがけ研究21「 秩序と物性」

研究員，
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学術賞
たけなか たゼし

竹中 正氏

強誘電体セラ ミックスの圧電的 ・

焦電的諸特性 に関する研究

竹中正氏 は，多種 にわたる強誘電体セ

ラミックスの圧電 的 ・焦電的諸特性 に閲

する新 しい分 野 を開拓 した.

① ホ ッ ト ・フ ォー ジ ング （HF）法

による粒子配向型 ビスマス層状構造強誘

電体セ ラ ミックスの強誘電特性 は単結晶

の90%の 性 質が 引 き出せ る ことを計 算

し，それ らを実験で確認 した.縦 結合電

気機械結合係 数 編 は，粒子 配向度Fが

90%を 超 えると急激に増大 し，横結合係

数 妬 との異方 性 編/妬 はFの 増加 と

ともによ り強調 され，また焦電性能評価

指数は粒 子配向 により約2倍 高め られる

等，粒子 配向型圧電 ・焦電 セラミックス

の分野 を開拓 し，種 々の ビスマス層状構

造強誘電体族 の物理 的 ・化学的諸特性 を

詳細 に調べ ，その広範 な基本的資料 を提

供 している.

② 環 境 に や さ しい 非鉛 系圧 電 セ ラ

ミックスの新 しい分野 を開拓 した.従 来

のPZT系 と異 なる（Bil/2Na1/2）Tiα（BNT）

を主 成 分 とす る広 範 囲 な多 成 分 系 固溶 体

の 圧 電 的 諸特 性 を詳 し く調 査 した， 非 鉛

系 圧 電 セ ラ ミ ッ クス が 実 用 化 さ れ た 場

合 ， 現 用 の鉛 系 の うち， 特 殊 分 野 の高 結

合 系 を除 い て ， か な りの部 分 を代 替 で き

る の で ， 地球 環 境 向 上 にお いて 大 変 有 効

で あ り， そ の社 会的 意 義 は大 きい.

略 歴 昭和45年3月 芝浦工業大学工学部電

子工学科卒 業.同48年3月 電気通信大学大学

院電気通信 学研究科修士課程 修了.同 年4月

東京理科大学 理工学部電気工 学科助手， 同講

師，同助教授 を経て，平成8年4月 より教授.

この間，昭和61年8月 米国ペ ンシルバニア州

立大学材料 科学研 究所客員研究員 （同62年8

月 まで），昭和63年4月 科学技術 庁無機材 質

研 究所 客員研 究官 （平成9年3月 まで）.ユ993

年1⊥ 月米国 ・セ ラミックス協会 （電子部門）

EdwardC.HenryAward（ 論文賞）受賞.工

学博士 （京都大学）.

学術賞
たつ み ざ二 まさひろ

辰巳砂 昌弘氏

高イオン伝導性非晶質固体

電解質材料の創製

安全で クリーンなエ ネルギー源である

全 固体電池の実現 にむけて，優 れた固体

電解質材料の 開発が強 く望 まれている，

辰巳砂 昌弘氏 は，融液超急冷法やメ カノ

ケ ミカル法 を駆使 して， イオンが固体 中

を高速で伝導 する非晶質電解質材料 を数

多 く創製 し，応用へ の道 を拓いて きた.

以下にその研究成果 を要約す る，

①147℃ 以上 でのみ安 定に存在す る

超 イオ ン伝導体 である 併Ag【のガ ラスマ

トリックス中へ の常温凍結 に世界で初め

て成功 し，その生成 プロセス を解明 した，

②Li、Sを 含 む硫化物系 に少量オキソ

酸 リチウムを添加 したオキシスル フィ ド

系 ガラスを数多 く合成 し，イオ ン伝導性 ，

安定性， イオ ン輸率等 の点で，優 れた固

体 電解 質材料 であ る ことを示 す と とも

に，その構造 を解明 した.

③ 全 固体 リチウム電池用非晶質電解

質 の合成法 と して，直接微粒 子 を得 るこ

とので きるメ.カノケ ミカル法の優 位性 に

着 目し，様 々なオキ シスル フィ ド系非晶

質固体 電解 質微粒子の常温合成 に成功 し

た.

本研 究で得 られ た独創 的な研 究成 果

は，国の内外 から高 く評価 されてお り，

日本セラ ミックス協 会学術賞に値す るも

の として推薦す る.

略 歴 昭和53年3月 大阪大学工学部応用化

学科卒業，同55年3月 同大学大学院工学研究

科博士前期課程修了.同 年4月 大阪府立大学

工学部助手.平 成3年1月 同講師，同5年6

月同助教授.同8年4月 同教授 （同12年4月

より大学院部局化により大阪府立大学大学院

工学研究科教授）.この間，昭和63年 ～平成

元年米国パデュー大学，アリゾナ州立大学博

士研究員.工 学博士.

学術賞
と むら しん じ

渡村 信治氏

水を利用した陶磁器原料の精製・

合成と調湿材料開発に関する研究

21世 紀 を迎 え， セ ラ ミックス を と り

ま く資源や環壇 は重 要な検討課題 となっ

てい る.渡 村信 治氏 は，資源 の枯渇化対

策 の一環 と して粘土の精製 ・合成法の研

究 を， また，地球環境保全材料の観点か

ら自律的 な調湿機能材料 を開発する など

優 れた業績 を上 げてきた.以 下 に同氏 の

研究業績の概要 を示す.① 種々の天然原

料 につい て精査す るとともに，粘土可塑

性 の相互比較法 め考案，セ ピオ ライ ト原

料 の精製技術 の開発， などの成果 を上げ

た.② カオリナイ トの効率的な合成法 を

確立す るとともに結晶学的 にも興味深い

球状 カオリナイ トの合成 に成功 した，こ

れ らめ合成技術 は将来の可塑性粘土の枯

渇 に対 して有効 な対策技術 として高 く評

価 で きる，③地球環境保全の一環 として，

電気エ ネルギーを使 わず に自律的 に湿度

を調整で きる材料の開発 に成功 し， さら

にその機能発現機構 を明 らか にした.

以上， 同氏 の業績 はセラ ミックス資源

や環境 問題 の研究の進展 に基礎 ・応用 の

両面 か ら貢献 したもので， 日本セ ラミッ

クス協 会学術賞 に値 す るもの として推薦

する，

略 歴 昭和50年3月 東北大学理学部地学第

二学科卒業.同54年3月 同博士課程2年 中退.

同年4月 名古屋工業技術試験所 （現，産業技

術総合研究所中部センター）入所.平 成4年

4月 同セラミックス応用部原料技術課長.同

13年4月 産業技術総合研究所セラミックス研

究部門副部門長.理 学博士，
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技術賞
おお た しげとし

太田 滋俊氏

セ メン トロー タリーキル ン用 クロム

フリー塩基性耐火物の実用化

セメ ン トロー タリーキル ンの高温安 定

操業 を維持 す るた め，従来 のマ グ ネ シ

ア ・クロム質耐火物 は高耐食性 を示 す優

れた耐火物 であるが， クロム含有 による

環境 上の問題等が注視 されて きた.太 田

滋俊 氏 らは，この問題 を解決すべ く，マ

グネシア ・ス ピネル質耐火物の安全性 ，

安定性 に着 目 した.し か し， この耐火物

はセメ ン トコーテ ィング層 が形成 し難 い

こと，耐食性が不十分である ことな どの

問題点 を有 してい た，対策 としてFe、0、

やAl203を 適 正 に添加す るこ とに より，

保護 コーティング形成 と侵 食抵抗性 の向

上に成功 し， セメン トロー タリーキル ン

の焼 成帯 において，機械的，化 学的お よ

び熱的に最 も過酷 な真焼域に使 用で きる

優 れた耐火物 の実用化 を果 した.さ らに，

厳 しい条件 で使用 し得 る耐火物 として，

低膨張性や優 れた コー ティング特性 を有

するCaZrO3を 主成分 と したMgO-CaO-

ZrO2質 塩基 性耐火 物 を開発 し実 用化 を

達 成 した.以 上 の マ グ ネ シア ・ス ピ ネル

質 耐 火 物 とMgO-CaO-ZrO2質 塩 基 性 耐

火 物 は， 国 内 で2000t/年 以 上 ， 海 外 で

は1992年 以 降8000t以 上 が 使 用 され ，

環 境 対 策 へ 大 き く貢 献 して お り， 日本 セ

ラ ミ ックス 協 会技 術 賞 にふ さわ しい もの

と して推 薦 す る.

略 歴 昭和51年 成険大学工学 部工 業化 学科

卒業.同55年 東 京工業大学大学 院材料科 学専

攻博士課程修了，工学博士.同 年美濃窯業 （株〉

入社.同60年1月 よ り同社研究 開発部長 ，同

62年6月 よ り同社取締役.平 成元年6月 よ り

同社常 務取締役.同5年6月 よ り同社 専務取

締役.同U年6月 よ り同社取締役社長.
ほんだ とおる ひゅ

同グル ープの メンバー 本多 徹 ， 日
うがよしムさ かじ た よしはる

向義房，梶 田吉春

技術賞
きくづき 二う じ

菊月 康二氏

結晶化 ガラスを用 いた反射鏡

平面 ディスプ レイの ひとつである液 晶

プロジェクターは，高輝度 光源の発展 お

よび液晶 を利用 したことで，著 しく明る

くかつ高精細 な映像 を楽 しむ ことを可 能

に した，この技術 を支 えているのが，コー

ル ドミラー付 き反射鏡である.本 受賞技

術 の対象製 品は，従来使用 されていた耐

熱ガラスに替 わ り結晶化 ガラス を開発 す

るこ とで実現 した高耐熱 ・高信 頼性 の反

射 鏡 で あ る.そ の結 晶 化 ガ ラ ス は，

Lio2-Al203-Sio2系 の ゼ ロ膨 張 ガ ラス で

あ り，高輝度 ランプの反射鏡 として世界

に先駆 けて開発 された もの で， 高耐 熱

性 ・照度 ・高靱性 など現在世界最高 の特

性 を有 した反射鏡 を提供 した.し か も，

ゼ ロ膨 張で あ りなが ら約1300℃ とい う

低 い温度で プ レス成形が可能な材料 であ

る とい うことは他 に例 を見ない.菊 月康

二氏 らは， この開発 を意欲的 に推進 して

きた，その結果，本製品 は全世界のプ ロ

ジェ クター用反射鏡の60～70%と い う

高 い シ ェ ア を 占め ， そ の シェ ア も年 々増

加 して い る.1999年 の 反 射 鏡 の 出荷 量

は約70万 本 で あ り，2000年 は150万 本

が 予 測 され てい る.

以 上 の ご と く，本技 術 は，日本 セ ラ ミ ッ

ク ス協 会 の 技 術 賞 に ふ さわ しい もの と し

て推 薦 す る，

略 歴 昭和55年3月 東京理科 大学 理工 学部

工業化学科卒業.同 年 岡本硝子 （株） 入社 ，研

究 室勤務， ガラス組 成の研究，表 面処理 の研

究 に従事.平 成8年 マル チコー ト事業部 長，

同10年 開発 グルーブリーダー兼任.
た なか すすむ たん

同 グ ル ー プの メ ン バ ー 田 中 進 ， 湯
はお か とうゆうこ

浩 ，加藤裕子

技術賞

騰 蜜氏

超小型高周波用積層セラ ミッ

クスチップインダクター

高橋宏氏 らは レーザ ー工法 を用いて，

世 界 で初 め て高周 波用 超小 型積層 セ ラ

ミックスチ ップインダクターの開発 ・量

産化 に成功 し，携帯電話の小 型 ・軽量 化

の実現 に大 き く貢献 し， 日本のセ ラミッ

ク電子部 品の技術的 な先進性 を世界 に示

した.以 下 に主 な業績 を要約す る，

① 携帯電話の小型化 には従来技術 の

空芯 コイルやプ リン トインダクターでは

不 可能であ り，積層技術 によ り超小型化，

高品質係数 イ ンダクタンス値の安定化，

自動実装 な らびに大量生産 を実現 した，

② 低温焼成低誘電率 ガラスセ ラ ミッ

クス を開発 し，高電気伝導度の銀内部導

体 の同時焼成 で，高 い品質係数 性能の

安定化 を実現 した.

③ 機械加工 にかわる， レーザ ー加工

法 を開発 した， この技術 では保持 フィル

ムヘ ダメー ジを与 えず に，数 μmの 薄い

ガ ラ スセ ラ ミック シー トに直 径50μm

以下の微 少スルーホールを1秒 間に1万

個 以 上形 成 す る こ とが で き， 大 量 生 産 を

可 能 と した.

④ 超 小 型 形 状 （1005） で500nHま

で の 値 を 実 現 し，2000年 度 は100億 個

以 上 の生 産 規 模 と な っ てい る.

略 歴 昭和56年 群馬大学工 学部機械工学科

卒 業.同 年4月 太陽誘電 （株）入社， アキ シャ

ル リー ドイン ダク ター小型化 開発 に従事 ，海

外 生産拠 点での生産技術 展開 を終 了後， レー

ザーマ イクロ加工技術 に よる積層 チ ップイ ン

ダ クターの開発 と生産技術 を担 当.平 成8年

総合研 究所 副主任研究員，同10年 主任研究員，
ふじもとまさゆ哲 せきく，ら

同 グループのメンバ ー 藤本正之， 関口
し二ういち

象 一
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技術賞
にし お かねみつ

西尾 兼光氏

ジル コ＝ア酸素 センサ ーの 開発 と製品化

西尾兼光氏 らは，内燃機 関の理論空燃

比燃焼制御用 センサー と して， ジルコニ

ア固体電解質素子 とセ ラミ ックヒーター

を組み合 わせた酸素セ ンサー を開発製 品

化 し，排気ガス規制の時代 のニーズに応

える信頼性あ る酸素セ ンサー量産 品 とし

て世界一の生産量 を達 成 した.

ジル コニアはその ままでは結 晶転移 に

よ り体積変化 を生 じ，強度 上問題 とな り，

電気伝 導性 も小 さい.こ の転移 をな くす

ためY203を 固溶 させ， 自動車排気 系 の

過酷 な熱，振 動，衝撃 に耐 え，高強度 で

電気特 性 を満足する固体 電解質素子 を開

発 した.さ らに素子表面 に白金電極 を密

着 させ，耐被毒 性向上 のためプラズマ溶

射 ス ピネル層 を被 覆 させ ，長期信頼性 の

ある酸 素セ ンサー素子 を完成 した.さ ら

にジル コニア固体 電解 質の酸素 ポンプ特

性 を生 か したセ ンサー として， ジルコニ

アの積 層 焼成 か らなる， リッチ域 か ら

リー ン域 の空燃比 まで検 出で きる世界初

の全領域空燃比セ ンサーの開発 に成功 し

た.

これ は，希薄燃焼，精密理論空燃比制

御 に活用 され，省 資源，温暖化防止 と，

よ り厳 しい排ガス規制適合で，地球環境

保全 に大 き くする もので， 日本セラ ミッ

クス協会技術 賞に値する ものである.

略 歴 昭和38年 名城大学理工学部電気工学

科卒業.同 年日本特殊陶業（株）入社.以 後プ

ラグ技術部にてプラグの技術閲係業務に従事

し，同60年 プラグ技術部長，平成5年 より取

締役センサー事業部長.同9年 常務取締役自

動車関連事業本部技術開発本部長，同11年 専

務取締役米国センサー社長.現 在 自動車関連

事業本部副事業本部長.工 学博士，
かわはらかず駒 やまだ

同 グ ル ー プの メ ン バ ー 川原 一雄 ， 山 田
てワしよう はゆかわのぶひろ

哲 正 ，早川暢博

功績賞

筒 雛 氏

酸化物超伝導体単結晶育成技術の研究開

発とその普及指導に関する功績

岡邦彦氏 は1969年 に電機 試験所 （改

称，電子 技術総合研 究所） に入所以来，

三十有余年 にわた り，超伝導体，磁性体，

誘電体 な どの酸化物 の状態 図作成 ならび

に結 晶成長 の研 究 ・開発， その成果の指

導 と普及 に従事 し，多大 な功績 を上げた.

以下 に特筆 される成果 を要約す る.

① 酸化物超伝導体 の分野で は，発見

された当初 の情報 が皆無 なときに，状態

図や結 晶育成技術 な どに先駆的 な成果 を

上 げ，数多 くの重 要な情報 を発信 した.

これによって多 くの研究者 に物質開発の

道筋 を示 し，現在 も重要 な物質系 として

超伝導研究 の発展 に顕著 な貢献 をしてい

る.即 ち， 内外 の多数の研究者の要請 に

応 じて，種 々の良質な単結晶 を開発 し，

共 同研究者 と して提供 し，物性研 究分野

で も多 くの成果 を上 げ，世界か ら非常 に

高 い評価 を得 ている.

② 企業，大学，海外研究機関等か ら

の多数 の研修生 を受 け入れ，開発 した技

術 を全面的 に開示 し，セラ ミックス作製

や結 晶育成の技術指導普及 に努めた.当

協 会セ ラミックス誌編集委員 ，無人宇宙

実験 システム開発機構技術委員 および国

際会議 委員等 を歴任 し，セラ ミックス分

野 の発 展，人材 育成 ，技術 の啓蒙普及 に

大 きく貢献 した，

略 歴 昭和44年3月 工学院大学電子工学科

卒業.同 年4月 電気試験所 （改称，電子技術

総合研究所 を経て現，産業技術総合研究所）

入所，同60年10月 より同所主任研究官.こ

の間，昭和52年3月 法政大学大学院修士課程

修了，平成2年 ～3年 アムステルダム大学ファ

ンデルワールス ・ゼーマン研究所客員研究貝.

工学博士.

功績賞
か わい すすむ

河合 進氏

陶磁器用原料資源利用技術の

開発と業界指導

河合進氏 は昭和45年 兵庫 県立工業技

術セ ンター （旧，兵庫 県立工業試 験場）に

勤務 して以来，30年 にわた り，陶磁器

製造技術の試験P研 究 に従事 し，淡路，

出石，立杭 など兵庫県下のセ ラミックス

業界 の指導 ・育成 に大 き く貢献 した，以

下にその業績 を要約す る.

①我が国 を代表す る粘土瓦のひ とつ淡

路粘土 の高品質化 のための原土処理技術

および頁岩粘土 などの未利用資源利用技

術を開発 し，製品 品質向上 に貢献 した.

さらに，加圧脱水成型法 による大型平板

瓦の製造技術 を開発 し，新製品開発 にも

貢献 した.② 出石陶石の精製技術 の基礎

研究 と，江戸時代 から昭和初期の主原料

であ る飛谷石の再発見で，新 しい飛谷出

石焼の製品開発 に貢献 した.③ 丹波立杭

暁の主原料で ある四辻粘土 などの基礎研

究と未利用粘土利用技術の確 立で，原土

司題の解消 に寄与 した.④ 陶磁 器用原料 ，

紬薬 の分析 ・評価技術 についての業界指

導 お よび当協会評議員 として陶磁器業界

の発展 と啓蒙活動 に貢献 した，

以 上，同氏 の関西地域 セラ ミックス業

界 の振 興 と発展 に貢献 した功績 は誠 に顕

著 であ り，功績 賞にふさわ しい ものと し

て推薦 する.

略 歴 昭和44年3月 大阪府立大学工学部応

用化学科卒業.同45年6月 同学大学院工学研

究科修士課程中退，同年7月 兵庫県立工業試

験場 （現，兵庫県立工業技術センター）入所，

窯業部勤務，同55年9月 主任研究員.無 機化

学部，普及指導部，化学部，開発部，企画情

報部，無機材料部を経て，平成11年4月 無機

材料部次長.
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功績賞
なかみち としひさ

中道 俊久氏

九谷焼 に用 いる素地，紬，上絵具の

研 究開発 と技術指導

中道俊久氏 は，昭和58年9月 に新 設

された石川県九谷焼試験場 に勤務 して以

来，九谷焼磁器の素地，粕 ，上絵具等 の

素材 の開発 と，九谷焼業界 に対 する技術

指導等 に貢献 した.以 下 に主な業績 を要

約す る，①九谷焼磁器素地の高 品質化 を

図 るため，透光性お よび白色度 に優 れた

磁器素地の開発 を行 い，業界 に技術移転

した.こ の素地 は平成2年 に宮 内庁 で執

り行 わ れた即位 礼 饗宴 の儀 に用 い られ

た.② 九谷 焼発祥以 来，九谷焼業界 にとっ

て大 きな問題であった上絵具 の剥落防止

に対 し，従 来の粕 の熱膨張係数 だけで な

く，紬の軟化 点が密接 な影響 を及 ぼ して

いる ことを解 明 し，軟化点 を上 げた紬 を

開発 した，業界 では， この組成の紬 を採

用 したため，製品歩溜 ま りが向上 し業界

に大 きく貢献 した.③ 鋳込み成形素地の

厚 み方向 による不均質性 を蛍光X線 分析

法 を用 いて解 明 し，泥漿 の水分調整 によ

り改善で きるこ とを明 らか にした，④ 陶

磁器業界 に とって，大 きな問題 であ る上

絵具 の鉛溶出問題 に対 し，無鉛絵 具の実

用化試験 を行 っている.以 上のご と く，

同氏が九谷焼業界の振 興 と発展 に寄与 し

た功績 は顕著であ り， 日本セ ラミックス

協会功績賞 に値す るもの として推薦す る.

略 歴 昭和45年3月 金沢大学理学部地学科

卒業.同47年3月 金沢大学大学院理学研究科

修士課程修了，同年4月 東京窯業（株）（現，

（株）TYK）.同56年4月 石川県工業試験場，

同58年9月 石川県九谷焼試験場.同1D年4

月同主任研究員，平成ll年3月 金沢大学大学

院自然科学研究科博士課程修了.理 学博士，

日本 セラ ミックス協 会の協会 賞選考 について

1， は じめ に

当協会 には協 会賞 として，功労 ，学術 ，進歩，

技術，功績の5賞 があ ります.そ の他 に特別会

員技能者 を対象 としたセラ ミックス賞があ りま

す.学 術，進歩，技術，功績 の4賞 は協会会員

か ら公募 し，応 募者に対 して公平 に説明す る機

会が与 えられます.

そ こで，応募 者がご自身の業績 を十分説明で

きるように，応 募書類や説明方法 について最近

の選考で気が付いた ことを述べ ることに します.

2.選 考 書 類

公 募の4賞 には会員歴や年齢 などに制限があ

ります，途 中退 会期 間が あれば，その期間は会

員歴 か ら除かれます， また，年齢は応 募時で は

な く，受 賞年の4月1日 をもって計算 します.

応募 は支部，部会か らの推薦のほか，個入会

員5名 の連名で も推薦で きます.な お，選考委

員は個人 の資格 で推薦者 になる ことはで きませ

ん.応 募書類 はまず指定 された 申請書 ，お よび

指定 され た事項 を書いた添付書類 をまとめて，

応募 します.事 務 局で は会員歴 や年齢 が セ ラ

ミックス協会賞規程 を満足 しているかをチェ ッ

ク します.応 募者 は選考委員会の説明会で使 用

する業績 説明用 の書類 （通常 は当 日使 用す る

OHPの コピー，人 によってはOHPの 簡単 な説

明文 の添付） を選考 委員 会での説明会開催 の ユ

か月以上前 に事務局 に提 出 します，

3..選 考 委 員 会

協会副会長が選考委員長 とな り，選考委 員候

補者 を主 に既受賞者の中か ら選びます.し か し，

応募があ る以前 に選ぶので， どのよ うな応募 に

も対応で きるように分野や地域，所属 などが全

国的 にみて，なるべ く広 くなる ように選 んでい

ます，

委員は学術 ・進 歩賞8名 ，技術 ・功績 賞6名

の委員で，兼務 は しませ ん.委 員長 は両方 の委

員会の議長 にな り，選考 法の確認 や選考委員 会

の司会，お よび全賞 にわた っての人数の調整 （ほ

とん どないが）を します.選 考の投票 に加 わる

か否かは，その時の選考 委員 会の委員で相談 し

て決めてい ます，委 員の任期 は学術 ・進歩賞は

2年 、技術 ・功績賞 は3年 で あ り，前者 は半数，

後者 は1/3ず つ毎年交代 して います.し か し，

委員の都合で任期途 中の交代 もあ るので，1年

の方 もおられます.選 考委員 は協会の理事会で

承認 され ，会長よ り正式に委嘱 され ます.委 員名

は受 賞者 の発表 と同時に毎年公表 され ます.選

考 に関する問い合わせ は事務局 にお願い します.

4.選 考 方 法

応募が締め切 られ ると第1回 の委員会 を開催

し，選考方法 の確認 と応募書類が開示 され，全

委員 に配布 されますが，各応募者 ごとに特 に詳

細 に検討す る審査担当者 （正，副の2名 〉 を決

めます， さらに，説 明用OHPコ ピー等の資料

も全委員 に配布 され，全員が この二つの資料 を

基 に各 自1か 月近 く検討 し，説明会での質問事

項や委員会での協議事項 を考え ます.

5.業 績 説 明 会

二つの委員会 は別々の 日にそれぞれ丸1日 か

けて，応募者の業績説明 をききます.委 員長 と

全委員が出席 し，説明は1人14分 （発表9分 ，

質問5分 ）で交代 に1分 間を考 えていますので，

15分 ご とに説 明者が かわ ります，発 表時 間が

オーバーする と途中で打ち切 り，全応募者 に公

平 になる ようにしてい ます.

説明 にはOHPの 他 に製品やサ ンプル を持参

する入 もい ます.質 問は全委員か ら行 われます

が，OHPの コ ピーが事前 に配布 されてい ます

ので，それに沿 って行 われます.業 績説明 の順

番ば ラシダムに決めてい ます，

6， 選 考

学術，進歩，功 績賞は，委 員全 員の総合評価

の合計点に より，技術 賞に関 しては，新規性 ・

独創性，技術 力，経済効 果で，それぞれ評価 を

点数 にし，委員全 員の合計点によ り，順位 を決

め ます.こ の順位 を基 に全委 員であ らゆる角度

か ら検討 して，定員数内で受 賞候補者 を決 め，

会長 に推薦 します，会長は推薦 された受賞候補

者を，理事会に諮 り，その承認 を得 て受賞者 を

決定 します，

7.応 募 上 の注 意

選考 は提出 され た書類 と，選考会での説明の

両方 から決定 され ます.委 員が本人や関係 者 に

問い合 わせ ることはあ りません.ま た，最近 は

応募者が多いので，委員は短期間にかな りの量

の書類 を精読す ることにな ります.

提 出される書類 については内容 と表現 に十分

考慮 して作成 され ること，また説明会で時間が

不足す ることが多いので，予 め練 習されるこ と

を望み ます.功 績賞以外 は本人説 明ですが，功

績賞 は本入で はな く，推薦 者が行 うので，内容

等十分準備 される ことを望 み ます ，

応 募 書類 は説 明 会 の2か 月 前， 説 明 会用

OHPコ ピー は1か 月前 に提 出する こ とに なる

ので，提出にあたっては前 もって周到 に準備 さ

れ ることが大切です， また，選考 にあたっての

重点内容が応募要領に示 されているので， これ

らに対応する構成 と内容 の書類や説 明に も留意

下 さい，

また，平成12年 度受 賞者か らは学 術賞 は総

合論文 を当協 会学術論文誌 に書 くこと，進歩賞

は協 会の年 会や秋季 シ ンポジ ウムで の受 賞講

演， また技術 ，功 績賞 は受賞 内容 をセラ ミック

ス誌 に書 くことが義務づ けられています，是非，

これ らの論文や発 表 も参考 に して下 さい.

8， 最 後 に

協会賞への応募 者が多い ことは協会 の活性化

にはすば らしいこ とです，一方， セラミ ックス

の分野 も拡大 し，評価が困難なこ ともあ ります.

選考委員会は夜8時 頃 まで に及ぷ こともあ りま

すが，委員の方々は疲労 よ りも選考の難 しさに

思い を巡 らすこ とにな ります.特 に技術賞や功

績賞はその受 賞基準 には色 々な切 り口があ りま

す.よ り多 くの方 々の努力が評価 され るように

選考法や新たな賞の創設，す ぐれ た研究や業績

の発掘 な どの工夫 を進 めて います，前述 したよ

うに，協 会賞が一般会員 にもよ く理解 していた

だ き，会員に とっての示唆や参考 になるように

論 文や発表な どを通 して公 開 して い くことに し

てい ます.

（平成12年 度選考委員会委員長 水谷惟恭 ）
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